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官民一緒に取り組む

“美しい森林づくり推進国民運動”
実行中

森林が〈美しい国、日本〉の礎となるように
政府一体となって美しい森林づくりを進めていこうとの考えから

国民の皆様からの理解と協力のもと
木材利用の推進や地域づくり、森林づくりへの参画促進を進める

“美しい森林づくり推進国民運動 ”。
今春からスタートしたこの運動は、全国各地で積極的に展開されています。
官民が一緒に取り組むこの運動で、具体的にどんなことが行われているのか

主な活動をレポートします。

4

“みどり”への功績をたたえる
みどりの式典

「５月４日はみどりの日」
キャンペーン

森林・林業面における
花粉対策
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快
晴
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
七
日
（
金
）、
東
京
都

千
代
田
区
に
あ
る
憲
政
記
念
館
に
お
い
て
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
あ
お
ぎ
、
関
係
大
臣
が
出
席

し
て
、
第
一
回
み
ど
り
の
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
式
典
で
は
、
二
つ
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、〝
み
ど
り
〞
に
つ
い
て
国
民
の
皆
様

に
造
詣
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
創
設
さ
れ

た
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
の
受
賞
者
を
発
表
し
、
表

彰
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。〝
み
ど
り
〞
に
関
し
て
、

学
術
上
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
が
選
ば
れ
、
受

賞
さ
れ
ま
す
。
第
一
回
目
の
今
回
は
、
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授
の
杉
浦
昌
弘
氏
と
、
東
北
大
学
大
学
院
生

命
科
学
研
究
科
教
授
の
浅
野
（
旧
姓
：
中
靜
）
透
氏

の
お
二
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
緑

化
推
進
運
動
の
実
施

に
つ
い
て
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
個
人

や
団
体
を
称
え
る

「
緑
化
推
進
運
動
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
」
で
す
。
昭
和
五
十
九
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
24
回
目
を
数
え
ま
す
。
今
回
は
、
青
森
県
青
森
市

で
緑
化
活
動
に
尽
力
す
る
石
戸
谷
忠
夫
氏
を
は
じ
め
、

三
名
の
個
人
、
八
つ
の
団
体
、
一
つ
の
学
校
、
一
つ

の
地
方
公
共
団
体
の
計
一
三
個
人
・
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
一
様
に
〝
み
ど
り
〞
に
対
し

て
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
、
今

後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

方
々
の
活
躍
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
同
様
の
活

動
が
全
国
的
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
一
回
目
の
今
回
は

総
勢
一
五
個
人
・
団
体
が
受
賞

【みどりの学術賞】
・杉浦昌弘（名古屋大学名誉教授）
・浅野《旧姓：中靜》透（東北大学大学院生命科学研究科教授）
　【平成19年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰】
・石戸谷忠夫（青森県青森市）
・高柳英麿（神奈川県鎌倉市）
・服部恭子（北海道北見市）
・いばらき森林クラブ（茨城県那珂市）
・大野川桜づつみ愛護会（大分県大分市）
・清里町花と緑と交流のまちづくり委員会（北海道斜里郡清里町）
・熊野自然保護連絡協議会（和歌山県東牟婁郡那智勝浦町）
・津山市野村町内会（岡山県津山市）
・富士宮市白糸財産区（静岡県富士宮市）
・プラス株式会社 前橋工場（群馬県前橋市）
・松之山小学校緑の少年団（新潟県十日町市）
・島根県立出雲農林高等学校（島根県出雲市）
・松本市（長野県松本市）

第一回みどりの式典受賞者の顔ぶれ

“みどり”への功績を
たたえる
みどりの式典

天皇皇后両陛下の前で、受賞者を代表してお礼の挨拶を述べる名古屋大学名誉教授の杉浦昌弘氏

おことばを述べられる天皇陛下

塩崎恭久内閣官房長官から授与
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今
年
か
ら
五
月
四
日
が
「
み
ど
り
の
日
」
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
日
は
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
緑
豊

か
な
高
尾
山
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
も
、
そ
の
一
つ

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
最
高
気
温
27
度
、
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
三
万
人
の
人
が
訪
れ
、

五
月
の
美
し
い
木
々
の
緑
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
あ
ち
こ
ち
移

動
し
て
回
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
作
品
展
示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
会
場
は
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
し
た
。
男
の
子
に
は
丸
太
切
り
体
験

や
、木
や
竹
で
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
コ
ー
ナ
ー
、女
の

子
に
は
木
や
落
ち
葉
な
ど
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
人
気
で
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

か
ら
遊
び
方
や
作
り
方
を
教
わ
り
、
嬉
々
と
し
た
表

情
で
、
自
然
の
中
で
の
遊
び
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
自
然
の
中
で
遊
ぶ
機
会
の
な
い
子

供
た
ち
に
と
っ
て
、
生
き
た
木
々
に
囲
ま
れ
て
遊
ぶ

こ
と
で
、
森
林
の
あ
る
空
間
の
よ
さ
や
木
々
の
大
切

さ
を
知
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た

山
イ
ベ
ン
ト

「５月４日は
みどりの日」
キャンペーン

子供だけでなく大人も夢中になってイベントに参加

各ポイントに、クイズボードを設置

高
尾
山
の
花
木
や
歴
史
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き

な
が
ら
歩
く
「
森
の
面
白
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
は
ラ
リ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
、
老
若
男
女
問
わ

ず
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
高
尾
山
１
号
路
で
、
コ
ー
ス
は
シ
ャ

ガ
広
場
や
布
流
滝
、
金
比
羅
台
、
城
見
台
、
ア
カ
ガ

シ
広
場
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
ま
す
。
各
ポ
イ

ン
ト
に
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
し
、
ク

イ
ズ
の
ヒ
ン
ト
や
高
尾
山
の
自
然
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
途
中
に
は
普
段
目
に

す
る
機
会
の
少
な
い
高
尾
山
の
花
々
が
咲
い
て
お
り
、

参
加
者
た
ち
の
多
く
が
足
を
止
め
て
花
々
を
興
味
深

く
眺
め
て
い
ま
し
た
。

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
す
べ
て
の
ク
イ
ズ
に

正
解
し
た
人
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
て
い
る

抽
選
会
に
参
加
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
品
を
手
に
し

て
い
ま
し
た
。 森

の
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら

身
に
つ
け
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

森の
面白クイズ
ラリー

緑の募金キャラクター「ど
んぐりくん」も参加

イベント①
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高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
（
高
尾
自
然
科
学

博
物
館
跡
地
）
入
口
に
設
け
ら
れ
た
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
は
、
炭
焼
き
実
演
や
お
花
炭
、

丸
太
切
り
体
験
、
木
や
竹
で
作
っ
た
お
も

ち
ゃ
体
験
、
木
や
落
ち
葉
を
使
っ
た
ク
ラ

フ
ト
体
験
な
ど
、
森
林
の
恵
み
を
取
り
入

れ
た
遊
び
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
丁
寧
に

解
説
し
な
が
ら
、
男
の
子
は
一
生
懸
命
に

幹
や
枝
、
落
ち
葉
な
ど

森
林
の
恵
み
を
使
っ
た
遊
び
体
験
が
充
実

「みどりの日」
ワーク
ショップ

木
を
切
っ
て
い
た
り
、
女
の
子
は
楽
し
そ

う
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

て
い
た
り
と
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
普

段
と
は
違
う
遊
び
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
負
け
じ
と

夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
が
大
人
た
ち
で
し

た
。
遊
ぶ
子
供
と
一
緒
に
な
っ
て
、
童
心

に
返
っ
て
木
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

大
人
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

高
尾
登
山
鉄
道
・
清
滝
駅
前
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
よ
る
ク
イ
ズ
大
会
と
コ
ン
サ
ー
ト

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ク
イ
ズ
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

森のクイズと
草笛＆ギター
コンサート

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
前
は

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
い
、
み
ど

り
の
日
や
子
供
の
日
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
草
笛
と
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
使
っ
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
子
供
た
ち
が

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
、
歌

を
う
た
っ
た
り
と
、
心
温
ま
る

な
ご
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。

多
摩
森
林
科
学
園
で
は
、「
緑
化
運
動

推
進
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
作
品
を
展
示

緑化運動推進
ポスター原画
コンクール作品
展示会

示
会
」
が
行
わ
れ
、
絵
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
プ
ル
な
構
図
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
プ
ロ

顔
負
け
の
も
の
も
あ
り
、
観
覧
に
訪
れ
た

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
集

め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
サ
ク
ラ
約

千
七
百
本
が
植
え
ら
れ
た
サ
ク
ラ
保
存
林

が
あ
り
、
こ
の
日
は
無
料
で
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
奈
良
の
八
重
桜
な
ど
、
見
ご

ろ
を
迎
え
た
サ
ク
ラ
が
園
内
を
彩
っ
て
い

ま
し
た
。

↑日差しの強い中、子供たちは元気にワーク
ショップに参加

多くの子供たちがクイズやコンサー
トに夢中でした

さまざまな品種のサクラを一度に見ら
れるのは圧巻

イベント②

イベント③イベント④

←さまざまな葉で作られたしおり
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森林・林業に
おける
花粉対策

今
や
、
国
民
病
と
も
言
わ
れ
る
花
粉
症
。

こ
れ
ま
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
症
状
を

軽
減
す
る
目
的
で
医
薬
品
の
開
発
を
中
心

に
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

根
治
を
目
指
す
活
動
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
農
林
水

産
省
で
は
、
花
粉
症
の
原
因
の
一
つ
で
あ

る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
を
抑
え
る
活
動

を
早
く
か
ら
開
始
し
、
昭
和
六
十
二
年
に

花
粉
飛
散
量
の
調
査
を
始
め
た
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
一
九
年
四
月
、
花
粉
発

生
源
対
策
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
に
、
林

野
庁
内
に
花
粉
発
生
源
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
現
行
の
花
粉
発
生

源
対
策
を
評
価
し
、
今
後
の
対
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
む
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

と
に
、
各
都
道
府
県
等
と
連
携
を
取
っ
て
、

花
粉
発
生
源
の
抑
制
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。同

時
に
、
花
粉
症
の
症
状
や
症
状
悪
化

の
原
因
究
明
、
予
防
・
治
療
、
花
粉
発
生

源
に
関
す
る
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
林
水
産
省
や
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
、
気
象
庁
、
環
境
省
な
ど
の
関
係
省
庁

と
連
携
を
取
り
、
抜
本
的
な
花
粉
発
生
源

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

花
粉
発
生
源
の
抑
制
と

森
林
育
成
の
両
立
を
目
指
す

独
立
行
政
法
人
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
一
二
一
品
種
の
少
花
粉

ス
ギ
と
無
花
粉
ス
ギ
「
爽
春
」
の
開
発
に

成
功
し
ま
し
た
。
少
花
粉
ス
ギ
は
、
通
常

の
ス
ギ
に
比
べ
て
花
粉
量
が
一
％
未
満
と

極
微
量
で
あ
り
、
花
粉
症
へ
の
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
、
約
九
万
本
の
苗
木
が
造
林

地
に
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
採
穂
園

整
備
用
の
無
花
粉
ス
ギ
の
原
種
二
六
〇
本

が
、
都
府
県
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
粉
症
対
策
品
種
の
供
給
を

加
速
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
方
式
と
い
う
苗
木
生
産
の
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
は
通
常
の
さ
し

木
に
比
べ
て
大
量
に
増
殖
で
き
る
効
率
的

な
生
産
方
法
で
、
今
年
か
ら
モ
デ
ル
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
本
格
的
な
導
入
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
花
粉
の
少
な
い
ヒ
ノ
キ
品
種
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

花
粉
症
対
策
品
種
の
開
発
・
普
及

1

無花粉スギ「爽春」

マイクロカッティング方式とは……
通常のさし穂よりも長さが短く、短時間で増殖が可能
なところが特徴。品種特性を100％受け継ぐため、少
花粉・無花粉スギの供給の加速が見込まれます。

通常のさし穂マイクロカットされた
さし穂

少
花
粉
・
無
花
粉
ス
ギ
を
開
発
し

新
方
式
の
苗
木
生
産
で
供
給
を
加
速

花粉対策における政府一体での取り組み

発症の
原因究明・
予防・治療

花粉量予測・
観測

花粉発生源
対策

花粉対策
具体案



9

日
本
に
お
け
る
人
工
林
の
面
積
は

一
〇
三
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
森
林

全
体
の
約
四
割
に
当
た
り
ま
す
。
な
か

で
も
、
ス
ギ
林
は
四
五
二
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
森
林
面
積
の
約
18
％
）、
ヒ
ノ
キ
林

は
二
五
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
同
10
％
）
と
、

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
花
粉
の
元
と
な
る
雄
花

の
量
が
多
い
木
、
少
な
い
木
が
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
雄
花
の
量
の
多
い
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
重
点
的
な
間
伐
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
森

林
の
機
能
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、

当
面
の
花
粉
発

生
量
の
縮
減
が

期
待
で
き
る
の

で
す
。

ま
た
、
都
市

周
辺
の
ス
ギ
人

工
林
や
ヒ
ノ
キ

人
工
林
に
お
い

て
、
広
葉
樹
を

　
　

多
様
な
森
林
づ
く
り

2

広
葉
樹
林
や
針
広
混
交
林
に
誘
導
し

多
様
な
森
林
づ
く
り
を
推
進

広葉樹と混生させることで針葉樹の花粉を減少広葉樹林の造成

林
野
庁
で
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
、
東

京
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
の
飛
散
発
生
源

調
査
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
が

進
む
こ
と
で
、
都
市
部
へ
飛
来
す
る
花
粉

の
発
生
地
域
や
飛
散
に
よ
っ
て
影
響
の
出

る
エ
リ
ア
な
ど
が
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
花
粉
発
生
地
域
を

　
　

都
市
周
辺
の
取
り
組
み
推
進

3

花
粉
飛
散
発
生
源
の
調
査
と

普
及
・
啓
発
活
動

広
葉
樹
林
へ
誘
導
し
た
り
、
花
粉
発
生
源

対
策
品
種
を
植
栽
す
る
な
ど
、
立
地
条
件

に
応
じ
た
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る
の
で

す
。ま

た
、
里
山
や
都
市
近
郊
の
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
林
に
お
い
て
、
緑
の
募
金
や
住
民
の

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
、
花
粉

の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
幅
広
い
花
粉
対
策

の
普
及
・
啓
発
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

森林ボランティアによる、花粉の少ない森林づくりを推進

育
て
、
広
葉
樹
林
や
針
広
混
交
林
へ
誘
導

す
る
た
め
の
抜
き
伐
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

花粉対策
具体案

花粉対策
具体案




